
広
　
告

町
政
へ
の
理
解
と
協
力
を
依
頼

区
長
懇
談
会

　
４
月
１８
日
、
今
年
度
１
回

目
と
な
る
区
長
懇
談
会
が
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
懇
談
会
の
前
に
、
町
内
６５

地
区
の
全
区
長
で
組
織
す
る

区
長
連
絡
協
議
会
の
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は

協
議
会
の
役
員
が
選
出
さ

れ
、
今
年
度
の
運
営
体
制
が

整
い
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内

の
ほ
ぼ
全
世
帯
が
加
入
す
る

町
災
害
互
助
会
の
平
成
２３
年

度
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

懇
談
会
に
は
区
長
の
ほ

❶
広
報
な
か
や
ま

　
毎
月
１５
日
、
月
１
回
の
発
行
で
す
。
注
釈
、
写
真
、
イ
ラ

ス
ト
を
入
れ
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
親
し
ま
れ
る
広
報
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

❷
お
知
ら
せ
版

　
毎
月
１
日
・
１５
日
、
月
２
回
の
発
行
で
す
。
緊
急
時
に
は

臨
時
号
を
発
行
し
ま
す
。
文
字
ば
か
り
で
は
な
く
イ
ラ
ス
ト

な
ど
も
入
れ
な
が
ら
、
よ
り
見
や
す
い
紙
面
作
り
を
心
が
け

ま
す
。

❸
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
原
則
毎
月
１
日
・
１５
日
の
２
回
更
新
と
な
り
ま
す
。
緊
急

時
に
は
そ
の
都
度
更
新
し
、
町
内
外
へ
最
新
の
情
報
を
発
信

し
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
の
苦
手
な
方
も
、
見
た
い
情
報
へ
す
ぐ
に
た
ど

り
着
け
る
よ
う
な
、
わ
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指

し
ま
す
。

❹
広
報
車
等
に
よ
る
町
内
巡
回
広
報

　
災
害
時
な
ど
、
緊
急
に
広
報
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
行

い
ま
す
。
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
よ
く

聞
こ
え
る
よ
う
に
巡
回
す
る
よ
う
心
が
け
ま
す
。

❺
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
広
報

　
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
社
等
へ
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
提

供
を
行
い
、
町
内
外
に
情
報
を
発
信
し
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
と

め
ま
す
。

か
、
町
長
、
教
育
長
、
各
課
長
、
最
上
川
中
部
水
道
企
業
団

事
務
局
長
、
各
小
中
学
校
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
今
年
度
の

町
の
予
算
と
主
な
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
、
円
滑
に
町
政
を

運
営
す
る
た
め
、
区
長
の
皆
さ
ん
へ
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　
住
み
よ
い
町
づ
く
り
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
の
課
題
の

解
決
に
は
区
長
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
不

可
欠
で
す
。
地
域
の
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
地
区
の
活
動
・

運
営
等
に
対
し
て
、
区
長
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
広
報
方
針
を
決
定

広
報
委
員
会

　
柏
倉
九
左
エ
門
家
は
、
江
戸
期

の
１７
世
紀
半
ば
か
ら
１９
世
紀
半
ば

ま
で
の
約
２
０
０
年
の
間
に
５
つ

の
分
家
を
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の

う
ち
４
つ
は
１８
世
紀
、
し
か
も
享

保
か
ら
明
和
年
間
の
約
４０
年
の
間

に
出
し
て
い
ま
す
。

　
分
家
に
あ
た
っ
て
は
、
金
銭
的

資
産
の
分
割
と
田
畑
等
の
分
与
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
間
の
本
家
九

左
エ
門
家
の
経
営
は
、
農
村
へ
の

金
貸
業
と
と
も
に
こ
の
地
方
き
っ

て
の
地
主
・
豪
農
に
発
展
し
て
い

き
ま
し
た
。

　
寛
政
２
年（
１
７
９
１
）の
「
田

畑
小
作
米
取
立
帳
」
に
よ
れ
ば
、

柏
倉
九
左
エ
門
家
の
小
作
米
は
、

全
部
で
１
４
５
９
俵
余
り
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
小
作
地
が
集
中

し
て
い
る
状
況
を
み
る
と
、
長
崎

村
が
最
も
多
く
、
次
に
居
村
の
岡

村
、
柳
沢
村
、
金
沢
村
、
土
橋
村

な
ど
で
、
現
在
の
中
山
町
全
域
に

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
小
作
人
は
、
全
部
で
３
１
３
人

に
の
ぼ
り
、
長
崎
村
、
岡
村
、
柳

沢
村
で
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
し

た
が
、
小
作
米
を
納
入
す
る
者
も

最
高
２４
俵
余
り
か
ら
１
俵
余
り
の

者
ま
で
あ
り
、
岡
村
で
は
１０
俵
以

第６２話　地主・小作経営

上
が
９
人
、
５
俵
か
ら
９
俵
が
１５

人
い
ま
し
た
。

　
小
作
米
に
は
、
年
貢
米
・
諸
役

も
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
地
主
で

あ
る
柏
倉
家
の
実
際
の
取
分
は
、

小
作
米
の
５０
～
６０
％
で
あ
っ
た
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。
寛
政
２
年
の

柏
倉
家
の
小
作
米
の
６０
％
は
、
８

７
５
俵
余
り
に
当
た
り
、
こ
の
代

価
は
お
よ
そ
１
２
５
両
と
な
る

が
、
金
額
の
面
で
は
金
融
業
に
比

べ
大
き
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
米
価
は
作
柄

が
悪
く
な
れ
ば
、
高
騰
し
、
２
、

３
倍
の
高
値
に
な
る
こ
と
も
珍
し

く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
柏
倉

家
の
小
作
米
は
、
幕
末
に
な
っ
て

一
層
拡
大
し
、
安
政
４
年
（
１
８

５
７
）
に
は
全
体
で
２
２
５
５
俵

余
り
と
な
り
、
寛
政
２
年
に
比

べ
、
約
８
０
０
俵
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
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参
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第
１
節　
近
世
豪
農
の
形
成

ふるさと納税ありがとう。
　中山町を町外から見守り、応援してくださっている方々から「ふるさと納税」として寄せら
れました寄附金について、寄附件数や寄附金総額、使いみちなどをご紹介します。
　お寄せいただいた寄附金は、下表にあります基金に積立て、町の将来像「ふれあいと絆 緑
豊かな 輝くふるさと なかやま」実現のため、各事業で有効に活用させていただきます。

使いみち事業一覧 基　　　金 金額／件数
（１）安心できる健康・福祉・子育て

応援のまちづくり事業 中 山 町 地 域 福 祉 基 金 １８０，０００円／８件

（２）安全で自然にやさしい快適な生
活環境づくり事業 中山町消防常備化整備基金 ０円／０件

（３）定住と交流を生み出す生活基盤
づくり事業 中山町ひまわり温泉整備基金 ０円／０件

（４）豊かで活力に満ちた産業づくり
事業 中山町緑とふるさとづくり基金 １０，０００円／１件

（５）人が輝く教育・文化・スポーツ
のまちづくり事業 中山町スポーツ振興基金 １２０，０００円／４件

（６）その他事業 ０円／０件
合　　　　計 ３１０，０００円／１３件

　
４
月
２５
日
、
今
年
度
第
１
回
目
と
な
る
広
報
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
議
会
、
教
育
関
係
や
農
業
・
商
工
業
な
ど
各
種
団

体
や
公
募
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
新
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
、
今
年
度
の
町
の
広
報
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
の
広
報
方
針
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■平成２３年度寄附分
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